
４齢幼虫

【ツマジロクサヨトウ】

頭幅1.1mm程度。地色は通常暗茶色～暗褐色で、 全体的に３齢より暗化する（図１、
２）。腹部背面の刺毛基板は淡褐色～黒色。表皮は明らかに顆粒状を呈する。その他の
主な特徴は３齢とほぼ同じ。

【ハスモンヨトウ】

頭幅1.2mm程度。地色は灰褐色で３齢と似るが、第１腹節側面から背面にかけてリング
状に暗色化する（図４、５）。頭部背面中央に逆Ｙ字型の白色紋が出現する。腹部背面の
刺毛基板は不明瞭となる（図６）。その他の主な特徴は３齢とほぼ同じ。

図１．幼虫（背面） 図２．幼虫（左側面） 図３．腹部背面（液浸）

図６．腹部背面（液浸）図５．幼虫（左側面）図４．幼虫（背面）

頭幅1mm程度だが、多少個体差がある。地色は灰緑色もしくは赤褐色と変異に富む
（図７、８）。頭部は黒色もしくは淡茶色で、背面中央に逆Ｙ字型の白色紋が出現し、通常
両側面は網目模様を呈する。腹部背面の刺毛基板は不明瞭となる（図９）。その他の主な
特徴は３齢とほぼ同じ。

【シロイチモジヨトウ】

図７．幼虫（背面） 図８．幼虫（左側面） 図９．腹部背面（液浸）
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第１腹節の暗色部



【アワヨトウ】

頭幅1.5mm程度だが、個体変異がある。地色は灰茶色で、背域・亜背域に数本の白い
縦線を持ち、外観は３齢とあまり変わらない（図10、11）。頭部は淡黄色で、両側面は網目
模様を呈する。腹部背面の刺毛基板は淡褐色で小さく、あまり目立たない（図12）。その
他の主な特徴は３齢とほぼ同じ。

【オオタバコガ】

頭幅1.4mm程度だが個体差が大きく、 1mmに満たないものもいる。地色は茶色～茶褐
色で、３齢とほぼ同じ（図13、14）。腹部背面の刺毛基板は３齢と同様に黒色でよく目立つ
（図15）。その他の主な特徴は３齢とほぼ同じ。

図10．幼虫（背面） 図11．幼虫（左側面） 図12．腹部背面（液浸）

図15．腹部背面（液浸）図14．幼虫（左側面）図13．幼虫（背面）

※スケールはすべて５ｍｍ
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５齢幼虫

【ツマジロクサヨトウ】

頭幅1.7mm程度だが個体差が大きく、 1.5mmに満たないものから2mmを超えるものも
ある。地色は通常やや赤みを帯びた茶褐色（図１、２）。大型の個体ではしばしば頭部に
網目模様が現れるが、小型の個体は欠くことも多い。腹部背面の刺毛基板は通常黒褐色
だが、淡色の場合もある。その他の主な特徴は４齢とほぼ同じ。

【ハスモンヨトウ】

頭幅1.5mm程度だが個体差が大きく、1mm 前後のものも多い。地色は灰白色で、第８
腹節亜背域に黒色の三角紋を有し、背面の白い縦線上には黄色いスポットを散在する
（図４、５）。その他の特徴は４齢とほぼ同じ。

図１．幼虫（背面） 図２．幼虫（左側面） 図３．腹部背面（液浸）

図６．腹部背面（液浸）図５．幼虫（左側面）図４．幼虫（背面）

頭幅1.6mm程度だが個体差が大きく、1mm 前半のものもしばしば見られる。地色は緑
色～茶褐色と著しく変異に富む（図７、８）。頭部は黒色で、背面中央に逆Ｙ字型の白色
紋が出現する。その他の特徴は４齢とほぼ同じ。なお、本種は通常５齢を経て蛹化するが、
６または７齢に達することもある。外観は６齢幼虫でもほぼ同じ。

【シロイチモジヨトウ】

図７．幼虫（背面） 図８．幼虫（左側面） 図９．腹部背面（液浸）
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第８腹節亜背域の
黒色三角紋白色縦線上の

黄色いスポット



【アワヨトウ】

頭幅1.9mm程度だが、1.4mmから2.4mmと個体差が大きい。灰茶色で、外観は4齢とほ
ぼ同じ（図10、11）。腹部背面の刺毛基板は淡褐色で小さく、あまり目立たない（図12）。そ
れ以外の特徴は４齢とほぼ同じ。

【オオタバコガ】

頭幅2.4mm程度だが、個体差が大きい。地色は緑色、灰褐色、茶褐色など著しく変異
に富み、斑紋の有無も個体差が大きい（図13、14）。腹部背面の刺毛基板は黒色でよく目
立つ（図15）。その他の主な特徴は４齢とほぼ同じ。なお、通常本種は５齢もしくは６齢を経
て蛹化するが、外観は６齢幼虫もほぼ同じ。

図10．幼虫（背面） 図11．幼虫（左側面） 図12．腹部背面（液浸）

図15．腹部背面（液浸）図14．幼虫（左側面）図13．幼虫（背面）

※スケールはすべて10ｍｍ
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６齢幼虫

【ツマジロクサヨトウ】

頭幅2.6mm程度だが、個体によっては2mm前後にとどまる。黄褐色～灰褐色で、外観
は５齢とほぼ同じだが （図１、２）、ピンク色や黒色となることもある。腹部背面の刺毛基板
は通常黒褐色だが個体により部分的もしくは全体的に淡色～淡黄色となることもある。な
お、本種は通常６齢を経て蛹化するが、個体によっては９齢を要することもある。外観は７、
８齢ともに６齢とほぼ同じ。

【ハスモンヨトウ】

頭幅2.5mm程度だが、2mmに満たないものもいる。地色は灰白色～茶褐色で、通常腹
部亜背域に黒色の三角紋を有し、第１、８節のものが特に大きい（図４、５） 。個体密度が
高まると、体色が黒くなりやすくなる。なお、本種は通常６齢を経て蛹化するが、７齢または
８齢が出現することもある。外観は７、８齢ともに６齢とほぼ同じ。

図１．幼虫（背面） 図２．幼虫（左側面） 図３．腹部背面（液浸）

図６．腹部背面（液浸）図５．幼虫（左側面）図４．幼虫（背面）

頭幅2.8mm程度だが2.5mmから3.5mmと個体差が大きい。地色は赤褐色～灰褐色で、
しばしば亜背域に黒色の縦線を有する（図７、８）。個体密度が高まると全体的に黒化す
る。個体によっては頭部背面に１対の黒条を持つことがある。なお、本種は通常６齢を経
て蛹化するが、７齢または８齢が出現することもある。７齢の外観は６齢とほぼ同じ。

【アワヨトウ】

図７．幼虫（背面） 図８．幼虫（左側面） 図９．腹部背面（液浸）

※スケールはすべて10ｍｍ
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黒色の三角紋 黒色の三角紋

黒色縦線




